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共に創る。
共に生きる。
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冊子とwebサイト一体で、
大和ハウスグループの
ＣＳＲ活動についてご報告します。

「共に創る。共に生きる。」を
テーマに、CSR活動を
推進しています。

大和ハウスグループのCSR活動 CSR活動をご報告するための方針

当社グループへのご意見・ご要望を、
今後のCSR活動やご報告の改善に
活かしています。

皆さまからのご意見

報告の改善へ活動の改善へ

　当社グループは、「共に創る。共に生きる。」を

テーマに、当社グループに関わるさまざまなス

テークホルダー（利害関係者）を意識し、企業市

民として社会の要請に応え続けることで、社会か

ら求められるCSR活動を推進しています。当社グ

ループは持続可能な社会の構築に向け、社会的

課題の解決に積極的に取り組んでいます。

　CSR活動の指標である「CSR自己評価指標」は、

ステークホルダーミーティング等でいただいたご意見・

ご要望をもとに適宜改定を行っています。本冊子の

特集2（P.19 ～ P.42）では今回の改定内容とともに、

同指標の各分野に沿った取り組みをご報告しています。

　建築を通じて社会と共にあること、生活の

サービスを通じて暮らす人と共にあること。

　私たちはこの「共創共生」の精神を基本姿

勢に、社会と向き合うことが大切であると考え

ています。この精神こそ当社グループの原点で

あり、「人・街・暮らしの価値共創グループ」と

して、住宅をはじめ商業建築、ホテル、リゾー

ト、医療介護などを通じ、社会に新しい価値

を築きます。

　昨年度に引き続き、冊子（ダイジェスト版）とwebサイ

ト（詳細版）に分けることで、それぞれの特性を活かした

情報開示を目指しました。

　冊子では「読みやすさ」を追求し、当社グループが特に

大切であると考えているテーマについて掲載しています。

　webサイトでは具体的な取り組み内容やデータなど、よ

り詳細な情報を掲載することで幅広いステークホルダー

に対応できるご報告に努めました。

活動の
詳細情報

重要度の高い
活動テーマ

共に創る。共に生きる。

社外からのご意見を聞く機会の一例

●ステークホルダーミーティング

→本冊子 P.21～P.22に掲載

→本冊子P.49に掲載

大和ハウスグループのCSR活動のご報告にあたって

●本レポートへの第三者意見

●社団法人 企業研究会
　CSR推進フォーラム
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